
続ナポレオンの三角形
「ナポレオンの三角形」の証明を，複素数平面を用いておこなってみよう。

Ⅱ　△の辺の中点を原点として，直線を実軸の上に載せる。

，を表す複素数をそれぞれ，とおく。点を表す複素数をとし，

は実数であり，＞０とする。また，の虚部の値も正であるとする。
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辺，，を１辺とする正三角形を△の外側に描く。それぞれ

△，△，△とし，その重心をそれぞれ，，とする。
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と｢内三角形｣の面積の差は，元の三角形（△）の面積と等しいことが証明された。

辺，，を１辺とする正三角形を△の内側に描く場合，それ
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△   も正三角形であることが証明できる。ここで    ，    ，    とおく。
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ここで，    とおくと，    となる。（，は複素数）
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コメント  複素数平面の利用は，正三角形の証明が鮮やかだが，面積の差の証明はやや困難なと

ころがある。しかし，このような別解の存在の中に数学の大きな可能性と魅力がある。 

図 1 


